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令和８年度 野木町社会福祉協議会事業計画
■法人運営事業

◆理事会・評議員会・監査会・評議員選任・解任委員会の実施
◆会員増強の強化
◆広報活動

・社協情報誌「ぽけっと」を活用した情報提供
・ホームページを活用した情報提供
・社協福祉サービスガイドブックを活用した情報提供
・SNS等を活用した情報提供

◆福祉サービスの運営適正
◆事務局活動
◆財政基盤の強化

■地域福祉活動事業
◆第２期地域福祉計画・地域福祉活動計画の進捗管理

・地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会の開催
◆第３期地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定事業

・地域ふくし座談会（中学校区）の開催
・策定委員会の開催

◆災害ボランティアセンター設置・運営に係る整備の実施
・災害ボランティアセンター運営に係る資機材の整備
・野木町災害ボランティアセンター設置・運営マニュアルの検証
・野木町社協職員災害対応マニュアル（ハンドブック）の検証
・災害ボランティア活動ガイドブックの検証
・事業継続計画（災害時版及び感染症版）の検証
・災害ボランティアセンター運営に関する研修会の参加
・県境４市町社協の災害支援担当職員の
　定期的情報交換会の開催
・StockYardのぎの整備

◆社会福祉等のボランティア活動支援
・野木町社会福祉ボランティア連絡協議会の支援と助成
・手話・朗読・点訳講座の開催
・傾聴ボランティア養成講座の開催
・福祉教育推進連絡会議の開催
・地域福祉新聞（小中学生版）の発刊
・学校における福祉教育への支援活動
・小学生ボランティアチャレンジスクールの開催
・ボランティアサマースクールの開催

◆福祉機器（車いす）短期貸出事業
◆地域（子ども）ふくし・思いやりプロジェクト
◆フードドライブ事業
◆緊急食料等給付事業
◆一時お預かりサービス事業
◆福祉団体活動支援・協力

■福祉サービス利用援助事業
・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理サービス
・書類等預かりサービス

■法人後見事業
・法人後見運営委員会の開催
・法人後見業務
・司法書士による成年後見に関する個別相談会
・成年後見講演会　　・権利擁護サポートブックの配布

■共同募金配分金事業
◆広報・啓発活動

・社協情報誌『ぽけっと』発刊（再掲）
・地域福祉新聞発刊

◆高齢者の社会参加
◆世代間交流事業
◆児童・生徒の福祉教育活動支援助成

■社会福祉基金事業
■資金貸付事業

・生活一時資金　　　　・医療・介護一時資金
・家屋修理一時資金　　・奨学一時資金
・その他の一時資金

■生活福祉資金貸付事業
◆資金貸付相談

・総合支援資金　　　・福祉資金
・緊急小口資金　　　・教育支援資金
・臨時特例つなぎ資金

■地域福祉ネットワーク事業
◆ふれあい福祉総合相談

・心配ごと相談
・法律(弁護士)相談
・ボランティア相談
・生活資金・地域福祉権利擁護相談
・介護相談

◆デジタル活用支援講習会（スマホ教室）の開催
■外出支援サービス事業
■配食サービス事業
■居宅介護支援事業

・介護サービスに関する相談
・介護予防支援業務
・要支援・要介護認定の更新、変更申請手続き代行
・ケアプランの作成、給付管理
・各機関との連絡調整
・高齢者虐待防止、BCP、感染症予防及びまん延防止の事業
所内研修・訓練

■指定管理事業
◆野木町老人福祉センターの管理運営

・避難確保計画に基づく訓練の実施
◆講座等の開催

・生きがい講座の開催
■地域包括支援センター事業

◆地域包括支援センターの運営
・総合相談支援業務
・権利擁護業務
・包括的・継続的ケアマネジメント支援
・指定介護予防支援事業所の運営
・介護予防や健康、福祉などについての出張講座の開催
・エンディングノート「結び帳」の配布
・緊急通報体制等整備事業
・見守りキーホルダーの新規登録・更新
・認知症施策の支援
・おれんじカフェの支援
・元気アップ教室の支援
・安全・安心見守りネットワーク事業支援

■生活支援体制整備事業
◆生活支援コーディネーターの設置
◆協議体の設置
◆地域支え合い会議の開催
◆ふれあいサービス（住民参加型在宅福祉サービス）事業

・生活空間の掃除及び整理整頓
・生活必需品等の買い物（付き添い含む）
・話し相手
・身の回りの世話
・散歩、施設等への付き添い
・家具、家電の移動

◆主な活動
・地域資源の開発等　　・地域活動支援
・ネットワークの構築　・ニーズと取組の組合せ調整
・日常生活支援　　　　・啓発活動

■デマンド交通運営事業
■日本赤十字社活動と共同募金活動

◆日本赤十字社栃木県支部野木町分区事務局
・日赤会員増強運動の実施
・被災世帯への救援物資の援助(毛布・布団・日用品等)
・災害等による被災地への義援金等の受付
・日赤県支部事業(救急法講習会等)の実施及び受付事務
・被災地救援活動の実施・援助

◆栃木県共同募金野木町支会事務局
・赤い羽根共同募金運動の実施
・災害等による被災地への義援金等の受付
・県共同募金会事業募金百貨店プロジェクトの実施・援助

■その他の支援活動（リサイクル関連）
・不要入れ歯等貴金属リサイクルの国際協力支援
・ペットボトルキャップの国際協力支援(ワクチン還元)
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令和８年度 野木町社会福祉協議会 予算

加入プラン 基本プラン 天災・地震補償プラン

ケガの補償

死亡保険金 1,040 万円

後遺障害保険金 1,040 万円（限度額）

入院保険金日額 6,500 円

手術保険金
入院中の手術 65,000 円

外来の手術 32,500 円

通院保険金日額 4,000 円

地震・噴火・津波による死傷 × ◯

賠償責任の補償 賠償責任保険金（対人・対物共通） 5 億円（限度額）

年間保険料 350 円 500 円

令和８年度 ボランティア活動保険のご案内
　令和８年度のボランティア活動保険の加入受付を開始しています。ボランティア活動中のケガの補償に賠償責任の補償等がセッ
トとなっておりますので、安心してボランティア活動が出来るように加入をご案内しております。

申込・問合せ先　野木町社会福祉協議会　℡ 57-3100
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収　　入 213,535

科　　目 本年度予算額
会費収入 2,855
寄付金収入 800
経常経費補助金収入 42,042
受託金収入 36,412
貸付事業収入 372
事業収入 1,188
負担金収入 442
介護保険事業収入 2,372
受取利息配当金収入 300
その他の収入 3
積立資産取崩収入 12,000
事業区分間繰入金収入 6,000
前期末支払資金残高 7,010

合　　計 111,796

科　　目 本年度予算額
受託金収入 82,633
事業収入 2,220
介護保険事業収入 18,554
受取利息配当金収入 31
その他の収入 1
前期末支払資金残高 4,300

合　　計 107,739

科　　目 本年度予算額
法人運営事業 53,010
地域福祉活動事業 2,029
福祉サービス利用援助事業 2,293
法人後見事業 656
共同募金配分金事業 1,594
社会福祉基金事業 798
資金貸付事業 843
生活福祉資金貸付事業 6,608
地域福祉ネットワーク事業 8,098
外出支援サービス事業 287
配食サービス事業 1,764
居宅介護支援事業 24,407
老人福祉センター管理運営事業 18,579
内部取引消去額 ▲ 9,170

合　　計 111,796

科　　目 本年度予算額
包括的支援事業 52,273
予防給付事業 22,884
生活支援体制整備事業 4,268
デマンド交通運営事業 28,314

合　　計 107,739

支　　　出 213,535
(単位：千円)

(単位：千円)

(単位：千円)

(単位：千円)

(単位：千円)

○収入(科目別)

○収入(科目別)

○支出(事業別)

○支出(事業別)

(単位：千円)

(事業区分間内部取引額6,000) (事業区分間内部取引額6,000)

法　人　全　体

社　会　福　祉　事　業　区　分

公　益　事　業　区　分



5月は赤十字運動月間です！
～皆様のご協力をお願いいたします～

◆赤十字運動月間とは？
　「世界赤十字デー（5/8）」など、赤十字に
ゆかりの深い５月を「赤十字運動月間」として
います。赤十字の人道的な活動に賛同し、活動
資金を拠出していただく「会員」の増加を図
り、活動基盤の強化を推進しています。

　皆様方には例年多大
なるご協力をいただい
ているところでござい
ますが、本年もお力添
えを賜りますよう何と
ぞよろしくお願い申し
上げます。

野木町の赤十字担当窓口

野木町社会福祉協議会
（野木町友沼5840-7）

℡ 57-3100

苦情解決委員会

第三者委員について

　野木町社会福祉協議会第三者委員は次の
方々になります。（敬称略・順不同）

・秋元　寛次 氏

・浅野　文江 氏

・小川　登喜子 氏

車いすを ご利用ください

TEL：57-3100

お問い合わせ先
野木町社会福祉協議会
　　　　　　 （ホープ館内）

　町内在住の日常生活で車いすを必要とする方
のために、無料で車いすを貸出します。

【貸出要件】

【貸出期間】

疾病やケガ、要介護等により日常生活上（一
時外出も含む）、歩行に支障のある方など。

１回の貸出期間は２ヵ月以内となります
が、延長される場合は、１年以内とさせてい
ただきます。

『ふれあい福祉総合相談』のお知らせ
野木町社会福祉協議会では、日頃から抱えているいろいろな悩みや問題について、相談に応じられるように「ふれあい福祉総合相談」を開設しています。

●いずれの相談も無料です。秘密は厳守いたします。

毎月第１水曜日
午前10時～正午

日頃の悩みなど
日常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

野木町社会福祉協議会
（野木町老人福祉センター内）
☎57-3100

野木町地域包括支援センター
【本センター】　  ☎57-2400
【サブセンター】  ☎23-2200

弁護士

社協職員

社協職員

地域包括支援
センター職員

ボランティア保険の加入や
社会福祉支援活動に
関する相談のある方

生活資金や日常金銭管理に
心配のある方

介護に関する相談のある方

財産・扶養・土地・金銭貸借・
賠償・離婚などの問題に
関する相談

（原則として、令和8年度内に
  1人2回までとします。）

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分

毎月第3木曜日
午前10時～正午

（要予約・問い合わせ先まで
 ご連絡ください。）

法律(弁護士)相談

ボランティア相談

心配ごと相談

介護相談

生活資金・
地域福祉権利擁護相談

日時 内容 相談員相談種別 問い合わせ先
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日時 内容 相談員相談種別 問い合わせ先

　生活支援体制整備事業では、高齢者をはじめとするすべてのひとが地域とのつながりや生きが
いを持ちながら暮らしていけるよう、さまざまな活動の支援をしていきます。
　この「みつけた！地域のつながり」のコーナーでは、地域等における個人や団体等の実際の活動
事例をシリーズでご紹介し、地域にある支えあい活動の輪を広げていきたいと思います。

！みつけた
地域の
　つながり 
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！みつけた
地域の
　つながり 
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超少子高齢化を迎えている今、高齢になっても誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていくためには、高齢者であっても
地域で役割を持ち、生活していけるような暮らしをしていく必要があります。元気な高齢者の社会参加や介護予防を、助け合い
の活動に活かしていくことが今求められています。

今回、社会福祉の様々なボランティア活動をされている方々にお話を伺い、新たな地域支え手ボランティアを発掘するための
「地域支え手ボランティア養成講座」が開催されました。

ボランティア実践者のお話の後、参加者の方々は「認知症高齢者への対応方法」を学びました。
ボランティア活動されている方は、みなさんお元気で生き生き！そして若い！
ただいま、地域を支えるボランティアを募集しています。
まずは、自分に出来るちょっとしたことからはじめてみませんか？

今こそ、元気な高齢者の出番！「地域支え手ボランティア養成講座」
（生活支援体制整備事業）開催しました （３月4日　ホープ館・25名参加）

～生きがいを感じて余生を明るく楽しくくらしましょう～　との信条のもと野木町の南端、旧「野木
宿」のお年寄りメンバーが、地元自治会の会所を活動のベースとして、毎月の誕生会、年末の忘年会などを
開催。ゲーム、情報交換、ときには歴史研究などで楽しんでいます。近くの公
園のゴミ拾い活動、野木神社の庭掃きも毎月行っています。

昨秋に開催された区民祭り「野木ふるさと祭り」では“わなげゲーム”を
出店。小さなお子さんから、小学生、老人会のメンバーなど１００名以上の方
がチャレンジ。お祭りの盛り上げに大いに貢献、ひいては地元の活性化に寄
与できたと思っています。　　　　　　  野木第二寿会　会長　石塚　一郎

野木第二寿会の活動状況

えんじゅクラブ通信

三浦さん・森元さん

舘野さん・惠面さん

住民参加型在宅福祉サービス（ふれあいサービス）の協力会員　三浦邦昭さんは「妻を亡くし、
自分も体調を崩して気分が落ち込んでいた時、このままではいけないと自分にも出来るボランティ
アをやってみようと考えたことがきっかけです。」森元万里子さんは「以前この地域支え手人材育
成講座に参加したのがきっかけで、現在は、おそうじなどいろいろお手伝いをさせていただいてい
るけれど、自分の活動が喜んでもらえるととってもうれしい。」と話してくれました。

また、配食サービスボランティアの舘野仁美さんは「定年退職後に広報を見てこの活動を知り、
先輩方が楽しそうに活動されているので気軽な気持ちで参加しました。みなさんもぜひ体験して
みては。」惠面和美さんは「ご近所の方に助けられた経験から、元気なうちにいただいた親切にお
返しできるよう配食サービスボランティアに募集しました。」と話してくれました。

野木町社会福祉協議会（ホープ館内）
TEL 57-3100
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「出張講座」とは、地域内の団体やサロン等の集まりの場に地域包括支援センターの職員が出向き、高齢者
のための介護予防や健康、福祉などについての講話、体験会や体操などを実施するものです。

◆対象団体
◆開催日時
◆申し込み

申し込み・問合せ先　野木町地域包括支援センター　TEL　57-2400

地域サポート(支え手)体験ゲーム

認知症講話
認知症の症状や予防、

対応についての講話や脳トレ運動

ふれあいサロン、老人クラブ、自治会など（5名程度から申し込み可）
平日の午前9時～午後5時（12/20～1/10を除く）の間の1時間～1時間30分程度
下記の電話番号からお申込み、または直接窓口（ひまわり館内地域包括支援センター）へ
お申込みください。お申し込みは希望月の2ヶ月前までにお願いします。

講座
内容

令和８年度

1月

・五家英子　様 …………………………… 車いす一台
・ゼブラ株式会社　野木工場

………………… アルファ米　15箱、保存水　40箱
・JUNCTION HAIR GALLERYスタッフ一同　様
 ……………………………………………… 8,888円

2月

・中野　孝昭　様 ………………………… 洗剤等一式
・JUNCTION HAIR GALLERYスタッフ一同　様
 ……………………………………………… 8,888円
・卯ノ木クラブ　様 ………………………… 32,248円

3月

・JUNCTION HAIR GALLERYスタッフ一同　様
 ……………………………………………… 8,888円

善意の寄付善意の寄付

ありがとう
  ございました!！
ありがとう
  ございました!！

フードドライブに
ご協力ありがとうございます !
フードドライブに
ご協力ありがとうございます !

地域のみなさまの食品寄付が支え合いにつながっています

令和７年度 フードドライブ実績

ご家庭に眠っている食品はありませんか？

寄付件数

65件

受付場所：野木町社会福祉協議会（ホープ館内）
受付時間：8：30～17：15（祝祭日除く平日）
地域の皆さまのご協力をお待ちしています。

　寄せられた食品は、食料の支援を必要

とする方や、地域（子ども）食堂、地域の

支援団体などへお届けしました。

次のような食品を受け付けています。

・お米（白米・玄米）　・乾麺、海苔、ふりかけ等

・缶詰、レトルト、インスタント食品

・粉ミルク、離乳食、お菓子等

※ 未開封・賞味期限が1か月以上あるもの

食品受付

A：100歳体操
B：フレイル予防講話と
　 100歳体操
C：体力測定と100歳体操
（回数、組み合わせ自由です）

介護保険

終活セミナー

介護保険の申請や利用できるサービス、
申請から利用までの流れについてのご案内

エンディングノートを用いた人生の振り返り

脳トレゲーム
頭も身体も使いながら

楽しく脳トレゲーム

福祉用具体験会

歩行器や
セニアカー体験会や
転倒予防についての

講話

運動教室

地域の皆様の悩み、困りごと解決を支援する過程で
知っておきたい社会資源や関係機関や専門職への

繋ぎ方、協働の在り方を学ぶゲーム

気づいてつなぐ高齢者の
安心サポート

高齢者が安心して暮らし続けるために、
気づきやすい変化やポイントを知り、

相談先や利用できる制度や仕組みについてのご案内
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地域ふくし座談会 参加者募集
　地域ふくし座談会は、みなさんがふだん感じている「地域のちょっと困っている
こと」や「こうなったらいいなあ」という思いを、みんなで話し合って、これから
の地域づくりに活かしていくための場です。
　たとえば「最近、ご近所とのつながりが減ってきたな」「ひとり暮らしの方にど
こまで声をかけていいのかな」 など地域で気になっていることを、みなさんでおしゃ
べりしませんか？ご参加お待ちしております。

【内容】  ①第３期　野木町地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定について
 ②アイスブレイク
 ③みんなで地域のこと、話し合ってみよう！

【日時】 令和８年 ６月 24日（水）　10:00～正午（野木中学校区の方が対象）
  ７月  ８日（水）　10:00～正午（野木第二中学校区の方が対象）
【場所】　野木町老人福祉センター（ホープ館）
【参加対象者】　それぞれの学校区にお住まいの方　各 30 名程度
【受付期間・申込方法】 開催日の２週間前までに電話又はメールにて申込をお願いします。
 その際、①氏名 ②住所 ③連絡先 をお伝えください。
 野木町社会福祉協議会 TEL　57-3100 
  （平日 8:30～17:15 土日祝日は除く）
  メール nogishafuku.31@joy.ocn.ne.jp

日 時
場 所
内 容

対 象 ・ 人 数

申 込 方 法
申 込 期 間

はじめてのスマホ教室はじめてのスマホ教室

６月４日（木）、６月 18日（木）　13:30 ～ 15:30
野木町老人福祉センター（ホープ館）
スマートフォンの基本を知ろう！
▶スマートフォンのボタン操作、画面の見方、文字入力（音声入力）
　カメラ（見方、撮り方、保存方法）
▶体験　QRコードを読み取ってみよう！
60歳以上の町内在住もしくは勤務している『スマートフォン初心者』
各講座 20名（先着順）
※電話はつかえるけどWEBサイトは見ることができないという方
※電源ONやマナーモード設定、文字の入力等の基本操作が苦手な方
※スマートフォンをお持ちでない方（スマートフォンは貸し出します。）

野木町社会福祉協議会　TEL 57-3100申　　込
問合せ先

下記の電話番号からお申込みください。
５月７日（木）～５月20日（水）※土日を除く8時30分～17時15分

初心者向けのスマートフォンの使い方が学べる講座を開催します。
スマートフォンを持っていない方でも参加できます。

受講者
  募集！！
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令和8年度

やさしいヨガ講座

健康増進、文化教養の向上を目的に次の講座を開講します。
受講を希望される方は、下記によりお申込みください。

初心者でも安心のヨガを、ゆったり味
わいます。
やさしい先生と一緒に、無理なく自分
のペースで心と体をほぐしましょう。

第２・第４　水曜日 午後１時～２時 30 分
講　師：馬場 純子先生
持　物：タオル、飲み物、マット（貸出有）

バランスコーディネーション講座
スポーツジムで大人気のインストラク
ターによる簡単なストレッチや関節ほ
ぐしで体のバランスを整えます。
毎回違うテーマで、体の不具合や痛み
を改善します。

第１・第 3・第 5 月曜日 午後２時～３時
講　師：長谷川 知子先生
持　物：タオル、飲み物

初心者向け 表千家茶道講座
日本の伝統文化である茶道の基本的な
作法をゆっくり丁寧に学びます。
初心者でもお久しぶりの方でも大歓迎
です。

手作り和菓子ワークショップ
花や季節にちなんだものなど、四季を
感じる自分だけの美しい和菓子を手作
りしましょう。
作る楽しさはもちろん、和菓子を味わ
うひとときも魅力です。

第１水曜日 午前 10 時～正午
講　師：和心いちえ 店主　五十嵐 健先生
持　物：エプロン、ハンドタオル、持ち帰り容器
材料費：1 回 2,000 円

第１・第３水曜日 午前９時 30 分～ 11 時 30 分
講　師：八百城　典子　表千家教授
持　物：白靴下、表千家初心者セット（貸出有）
材料費：1 ヶ月 1,000 円

や　お　き

受講可否や内容詳細については５月中旬に郵送にて通知します。定員を超えた場合は抽選となります。 問合せ　TEL57-3100（ホープ館）

写真はイメージです。すべて６月～ 11月中の講座です

定 員

15名

定 員

８名

定 員

20名

定 員

16名

対 象 者：野木町在住60歳以上の方
受 講 料：無料。材料費が発生する場合は各自負担。
申込方法：①ホープ館窓口に直接　②二次元バーコード
受付期間：令和８年４月27日（月）～５月11日（月）
受付時間：平日　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　二次元バーコードからは期間中いつでも可。

「おれんじカフェ」とは、認知症の方やその介護をされて
いる方、認知症に関心がある方など、誰でも気軽に利用
できる憩いの場です。認知症に関すること、日頃の悩み
や思いなどをみんなで共有してみませんか？

お互いの思いを共有したり、情報を交換し合うことで、
仲間づくりや励まし合う場を開催します。一人で抱えこ
まず、あなたの思いをお話してみませんか？

【時　間】　10時～11時30分
【場　所】　ひまわり館
　　　　　総合サポートセンター
※申し込みは不要、出入りは自由です。

【対　象】　�認知症の方のご家族、介護されている方、
介護経験のある方

【時　間】　午後２時30分～４時
【場　所】　ひまわり館
　　　　　総合サポートセンター
【内　容】　情報交換、談話、相談
【申し込み】　必要

日　時 内　容
５月 19日（火） フレイル予防教室
６月 16日（火） 熱中症について

開催日 アドバイザー

５月 29日（金） 茨城西南医療センター病院
認知症認定看護師

おれんじカフェおれんじカフェ 認知症  家族のつどい認知症  家族のつどい

問合せ先

申　込
問合せ先

野木町役場　健康福祉課高齢対策係	 ℡ 57-4173
野木町地域包括支援センター	 ℡ 57-2400

野木町地域包括支援センター
℡ 57-2400
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